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論文審査の要旨 

 

膵頭十二指腸切除術（PD）は高侵襲手術であり、術後合併症は時に重篤化する

ことがある。近年、術前腎機能障害が PD 術後重症合併症の危険因子であるとの

報告がみられるが、無症候性腎機能障害が PD 術後合併症に及ぼす影響について

は明らかではなく、本研究では後ろ向きに検討した。対象は術前透析症例と腎

移植後症例を除外した PD 施行 254 例であった。術前腎機能は推算糸球体濾過量

（eGFR）を用い、PD 術後合併症に対する感度・特異度を求める ROC 曲線から

cutoff 値 55 を算出した。eGFR55 未満の腎機能低下群と 55 以上の対照群の 2 群

において、術後の合併症発生と重症度を比較した。腎機能低下群は 35 例（14%）、

対照群は 219 例（86%）で、腎機能低下群は対照群に比べて有意に高齢であり、

併存疾患保有率も有意に高かった。合併症発生率は、対照群に比して腎機能低

下群で有意に高く（91 vs. 69%）、Grade IIIa 以上の重症合併症も有意に高率であ

った（57 vs. 29%）。Grade B/C 膵液漏も腎機能低下群で有意に高率であった（37 

vs.14%）。重症合併症の危険因子については、単変量解析では膵癌以外の悪性疾

患、術前化学放射線治療非施行、soft pancreas、手術時間、eGFR＜55 が有意な因

子で、多変量解析では soft pancreas、手術時間、eGFR＜55 が独立した危険因子

であった。Grade B/C 膵液漏の危険因子については、単変量解析では膵癌以外の

悪性疾患、術前化学放射線治療非施行、soft pancreas、門脈合併切除、eGFR＜55

が有意な因子で、多変量解析では eGFR＜55 と soft pancreas が独立した危険因子

であった。一方、腎機能低下群と対照群の全生存率には有意差はなく、原疾患

別にみても 2 群の全生存率に有意差はなかった。本研究により、無症候性腎機

能障害と PD 術後合併症および重症膵液漏との関連を明らかにし、術前腎機能低

下症例に対する PD 施行例では慎重な周術期管理が必要であることを示した。消

化器・膵臓外科領域において非常に臨床的意義の高い研究であり、公聴会にお

ける質疑応答も的確で、博士の学位に値すると判断した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器外科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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